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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信の方法であって、
　複数の優先される送信要求-送信可(RTS-CTS)リソースからRTS-CTSリソースを特定する
ステップであって、前記特定されたRTS-CTSリソースは、接続をセットアップするという
特定の機能のために予約され、前記特定の機能のために予約されていない前記RTS-CTSリ
ソースのうちのいずれかに割り当てられたいかなる優先度よりも高い優先度を割り当てら
れている、ステップと、
　前記特定されたRTS-CTSリソースを介して第1のRTSを送信するステップと、
　前記第1のRTSに応答して前記特定されたRTS-CTSリソースを介して第1のCTSを受信する
ステップと、
　前記第1のCTSを受信した結果として、第1のメッセージを送信するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記特定の機能が、他のタイプのメッセージよりも高い優先度を有する、あるタイプの
メッセージをブロードキャストすることをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記第1のメッセージに基づいて、第1の装置と第2の装置との間の接続をセットアップ
するステップをさらに含み、前記第1のメッセージは、前記第1の装置の識別子と、前記第
2の装置の識別子とを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記第1のRTSが、特定の装置に宛てられていない、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記第1のメッセージは、あるタイプのブロードキャストメッセージである、請求項1に
記載の方法。
【請求項６】
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　前記特定されたRTS-CTSリソースを介して第2のRTSを受信するステップと、
　前記第2のRTSに応答して第2のCTSを送信するステップと、
　前記第2のCTSに応答して第2のメッセージを受信するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1のRTS、前記第1のCTS、および前記第1のメッセージは、第1のタイムスロット中
に通信され、
　前記第2のRTS、前記第2のCTS、および前記第2のメッセージは、前記第1のタイムスロッ
トに続く第2のタイムスロット中に通信される、
請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記第1のメッセージは、少なくとも1つのRTS-CTSリソースを示し、
　前記方法が、前記示された少なくとも1つのRTS-CTSリソースのうちの1つを介して第2の
RTSを受信するステップをさらに含む、
請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記第1のメッセージに応答して第2のメッセージを受信するステップ
をさらに含み、
　前記第1のRTS、前記第1のCTS、前記第1のメッセージ、および前記第2のメッセージは、
単一のタイムスロット中に通信される、
請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第1のRTSが、前記タイムスロットの第1のサブスロット中に送信され、
　前記第1のCTSが、前記タイムスロットの第2のサブスロット中に受信され、
　前記方法が、前記第2のサブスロット中に第2のCTSを送信するステップをさらに含む、
請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第1のRTSが、前記タイムスロットの第1のサブスロット中に送信され、
　前記第1のCTSが、前記タイムスロットの第2のサブスロット中に受信されたと見なされ
、
　前記方法が、前記第2のサブスロット中に第2のCTSを送信するステップをさらに含む、
請求項9に記載の方法。
【請求項１２】
　前記RTS-CTSリソースは、周波数トーン、周波数トーンのシーケンス、周波数帯域、ま
たは直交コードのうちの少なくとも1つを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第1のメッセージは、ターゲット装置との通信のためのものであり、
　前記方法が、前記ターゲット装置に関連付けられたタイムスロットを特定するステップ
をさらに含み、
　前記第1のRTSが、前記特定されたタイムスロット中に送信される、
請求項1に記載の方法。
【請求項１４】
　通信のための装置であって、
　複数の優先される送信要求-送信可(RTS-CTS)リソースからRTS-CTSリソースを特定する
ための手段であって、前記特定されたRTS-CTSリソースは、接続をセットアップするとい
う特定の機能のために予約され、前記特定の機能のために予約されていない前記RTS-CTS
リソースのうちのいずれかに割り当てられたいかなる優先度よりも高い優先度を割り当て
られている、手段と、
　前記特定されたRTS-CTSリソースを介して第1のRTSを送信するための手段と、
　前記第1のRTSに応答して前記特定されたRTS-CTSリソースを介して第1のCTSを受信する
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ための手段と
を備え、
　前記送信するための手段が、前記第1のCTSを受信した結果として、第1のメッセージを
送信するように構成される、
装置。
【請求項１５】
　通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読記憶媒体であっ
て、実行されると、請求項1から13のいずれか一項に記載の方法を行うためのコードを含
むコンピュータ可読記憶媒体。
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